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医療費助成制度を高校卒業（18 歳）まで無料化を求める請

願 

 

【請願趣旨】 

子どもたちが安心して医療を受けられることは，子育て世

代のみならず多くの国民の願いである。 

そのため，これまで長年にわたる住民の運動によって，子

どもの医療費助成は各地で実施されている。 

茨城県でも県民運動により，今年（2014 年）10 月から，

現行の外来・入院が小学３年生までを６年生まで拡充し，入

院のみ中学３年生まで拡大されることになった。しかし，窓

口での一部自己負担と所得制限は，引き続きのこされる。こ

のためこの助成制度を受けられない世帯も多く，独自に所得

制限をなくしている県内自治体は，30市町村に及んでいる。

また実施自治体で窓口負担をゼロとしている自治体は，全国

で８割弱である。 

今，「子育て支援策の充実を」の声は大きな世論となり，

医療費助成を高校卒業までとする自治体も生まれている。 

ついては，本県において全国で８番目の財政力を生かし，

高校卒業まで医療費助成の拡充（無料化）を求める。 

以上，地方自治法１２４条の規定により下記事項について

請願する。 

 

【請願事項】 

１ 窓口での一部自己負担をなくすこと 

２ 同助成の所得制限をなくすこと 

３ 同助成の対象を外来・入院の無料化を含め高校卒業まで 

に拡充すること 
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